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神栖市の一年間の煙草消費量

毎年2億本以上!!
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研究の意義・目的

• 喫煙は慢性閉塞性肺疾患（COPD）や肺癌の危険因子

• 40歳以上の喫煙者を対象に呼吸機能検査を行い、神栖市における喫煙者の肺の

健康状態を調査。

• 喫煙の及ぼす肺の機能障害の実態を確認し、健康への意識を高め、喫煙率の低下

や、肺疾患の早期発見による医療費の削減を目的とする。

方法

• 神栖保健所において7月14日（土）、8月4日（土）、25日（土）、26日（日）、9月1日

（土）の5日間において、総計286人の参加者を対象に問診、呼吸機能検査（肺年齢）、

呼気NO測定（肺の中の炎症を見る指標）、アレルギー検査を実施。

• 肺年齢の測定とアレルギー検査の結果は郵送でそれぞれの対象者に報告した。

• 11月17日（土）には肺の健康についての市民向け講演会を開催し、市民の健康意

識向上に努めた（出席者40名）。





































肺年齢と実年齢の差：神栖市のデータ
実年齢に比べ肺年齢が高かった人が223名（78％）



肺年齢と実年齢の差：神栖市のデータ

15歳以上高かった人が130名(45％)



生涯喫煙本数が多いほど肺年齢が高い：神栖市のデータ
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肺年齢が高いほど男性の割合が高い：神栖市のデータ



肺年齢が高いほどせき、たん、息切れなどの症状があるひとが多い
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肺年齢が高いほど息切れを感じているひとが多い
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アレルギー反応陽性者が多かったアレルゲン上位10個
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花粉症・アレルギー性鼻炎の
症状がある人



呼気中一酸化窒素濃度（FeNO）

• アレルギー32名
• 重喫煙12名

44名で異常な値（40ppb以上）



















肺がん？ 結核？ COPD？ 喘息？



今回、神栖市において40歳以上の喫煙者を対象に

呼吸機能検査によって肺の健康状態のスクリーニン

グを実施し、喫煙が神栖市の住民においても肺の健

康に大きな影響を与えていることが明らかとなった。

これらの結果が、市民の健康への意識を高め、市全

体として喫煙率の低下や肺疾患の早期発見による

医療費削減につながることを期待します。
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